
地域を見つめる経済情報誌

長野しんきん
北信地区経済動向

「すかい」（sky：空）は、北信地区経済の空模様を展望しながら、経済面からとらえた身近な情報をおとどけします。
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長野信用金庫　すかい
「すかい」は長野信用金庫のホームページでカラー
にてご覧いただけます

■ 長野しんきん 月例調査レポート
■ 企業アンケート 「賃上げ」③
■ インタビュー 変革期の経営ビジョン
■ 北信濃 明治時代の風景 （27）須坂
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国の文化審議会は、３月、長野市松代町清野の「離山神社本殿」「同神社拝殿・
祝詞殿及び本殿上屋」を登録有形文化財とするよう文部科学大臣に答申し、こ
の６月に官報告示を経て登録となる運びとなりました。写真の「拝殿・祝詞殿・
上屋」は複合社殿で、1816年の再建。向かって右側が拝殿の正面となっており、
側面側は斜面に縁を張り出して崖下に柱を伸ばす懸造りとなっています。

長野市松代町
離山神社

はなれやま

のりとでん

かけづく







 503戸 179戸 114戸 2戸 798戸
 ▲1.2％ 39.8％ ▲51.5％ 1000.0％ ▲8.6％
 131戸 62戸 29戸 0戸 222戸
 75戸 50戸 21戸 0戸 146戸
 ▲4.4％ ＋34.8％ ▲54.0％  ――――  ▲9.8％
 ＋4.2％ ＋117.4％ ▲56.3％  ＋2.1％
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　最近の物価上昇に伴い、「従業員にインフレ手
当（似たものを含む）を支給」したかを聞きました。
　「支給した」は（11％）、「支給しなかった」は（64
％）、「検討中」は（24％）となりました。
　従業員規模で見ると、30人未満は30人以上より
「支給しなかった」が11㌽高く67％です。30人以上
は30人未満より「支給した」が12㌽高く20％となっ
ています。

　製造業　「支給した」（18％）は４業種の中で最も
高く、他方「支給しなかった」（56％）は４業種の中
で最も低くなっています。
　建設業  「支給した」（８％）は４業種の中で卸小
売業に次いで低くなっています。
　卸小売業　「支給した」（９％）は４業種の中で最
も低く、「支給しなかった」（74％）は４業種の中で
最も高くなっています。
　サービス業　「支給した」（９％）は、４業種の中
で製造業の次に高くなっています。

　従業員が「会社に要望すること」は何かを聞きま
した。
　「給与等のアップ」（73％）がトップで、以下「仕
事内容の変更」が（10％）、「福利厚生の充実」（６
％）、「休暇の取得促進」が（５％）、「長時間労働の
削減」が（２％）、「仕事上のノルマ改善」が（１％）、
となりました。
　従業員規模で見ると、30人未満の「仕事内容の変
更」（12％）が10㌽、30人以上より高く、30人以上
の「給与等のアップ」（84％）が14㌽、30人未満より
高くなっています。
 　

　製造業　「休暇の取得促進」（９％）、「仕事上のノ

ルマ改善」（２％）は４業種の中で最も高く、他方
「給与等のアップ」（67％）、「長時間労働の削減」
（０％）は４業種の中で最も低くなっています。
　建設業　「福利厚生の充実」（11％）、「長時間労
働の削減」（５％）は４業種の中で最も高くなって
います。他方「仕事内容の変更」（14％）は４業種
の中で最も低くなっています。
　卸小売業　「仕事内容の変更」（５％）は４業種の
中で最も高くなっています。他方「福利厚生の充
実」（０％）は４業種の中で最も低くなっています。
　サービス業　「給与等のアップ」（81％）は４業種
の中で最も高くなっています。他方「休暇の取得
促進」（０％）は４業種の中で最も低くなっていま
す。

◇次号は「手形・小切手の廃止｣に関する
　　　　アンケートを予定

アンケート
賃上げ ③
2024年３月調査

従業員にインフレ手当
などを支給したか
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｢支給しなかった｣が６割強

｢給与等のアップ」が７割強

●2023年度の「インフレ手当の支給状況」（％）

従業員が会社に
要望すること

支給した

支給しなかった

検討中

無回答

全産業 30人未満 30人以上 製造業 建設業 卸小売業 サービス業
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●「従業員が会社に要望する内容」（％）
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インフレ手当などを支給したか？ 業種別

従業員が会社に要望すること
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　これは明治18年（1885）に作られた「上高井郡須坂町
畧絵図」の、須坂町（現須坂市）の市街地の部分です。
上が南で下が北で、現在の地図とは上下が逆転して
います。須坂の町は分かりにくいと言われますが、
基本構造は東西と南北の道が交差した巨大な十文字
であることがよく分かります。この２本の道沿いに
は現在も伝統的な街並みがよく保存されているので、
このたび国の重要伝統的建造物群保存地区（重伝建）
に選定されることになりました。この２本の道が交
差する十字路は、「中町の辻」と呼ばれています。こ
の図では道に沿って家並が描かれています。道沿い
以外はほとんど家がなかったのです。

陣屋跡
　江戸時代の須坂は、須坂藩の陣屋町でした。須坂

（27）須坂

藩は１万石の小藩なので、城ではなく陣屋（館）があり
ました。松代藩や飯山藩のように城があれば城下町
ですが、須坂藩は陣屋なので陣屋町なのです。その
陣屋は、図の左上の「字常盤町」にありました。陣屋
町といっても、町の中心に陣屋があったわけではあ
りません。
　陣屋跡は、現在は奥田神社や須坂小学校などにな
っています。奥田神社は、須坂藩の初代藩主堀直重
と、幕末の藩主堀直虎をまつる神社です。直虎は幕
府の若年寄兼外国総奉行として活躍しましたが、江
戸城内で自刃したことで知られています。

大笹街道
　中町の辻から南（上）に続く道は、上州の大笹宿（群
馬県吾妻郡嬬恋村大笹）に通じる大笹街道です。大笹

街道は、一般的には北国脇往
還の福島宿（須坂市福島）か
ら仁礼宿（須坂市仁礼）を通
り、菅平を抜けて大笹宿に至
る道ですが、須坂から仁礼宿
に出る道も大笹街道と呼ばれ
たのです。江戸方面への近道
として利用されました。須坂
は関東と直結していたので
す。図ではこの道に沿って、
「上甼」（上町）、「中町」「春木
町」（下町）といった町々が続
いています。上町の先（図の
上部）は、小山村の穀町が続
いていました。この南北の道
がメインストリートであるこ
とが分かります。

谷街道
　谷街道は、千曲川右岸（川東）を飯山に至る道です。
この街道は、北国街道の屋代宿から北国脇往還に入
り、福島宿で分かれて須坂・小布施・中野を通って
飯山で十日町街道に合流します。この図では右（西）
から「横町」に入ってくる道で、現在は銀座通りと呼
ばれ、クラシック美術館や笠鉾会館のある須坂を代
表する街路となっています。谷街道は中町の辻で左
折して、「春木町」を北上して、小布施方面に向かい
ます。

山田道
　中町の辻を左折しないで直進する道は、現在の高山
村方面に向かう山田道です。山田温泉を経て、上州の
万座温泉や草津温泉に通じていました。この道沿いの
町が「新町」です。この図で「横町」から「新町」に至る
東西の通りをよく見ると、それぞれ町の入口に「社」
がまつられています。これらは道祖神のようです。

墨坂神社
　図では、中町の辻の右下（北西）に大きな「社」があ
りますが、これは墨坂神社です。須坂という地名は、
墨坂が変化したものとされています。平安時代の『延
喜式』にも載る古社ですが、墨坂神社は須坂市内に２
社あるので、こちらは芝宮と呼ばれています。図で
は谷街道（銀座通り）から参道が延びています。現在
の墨坂神社は、須坂駅から続く須坂停車場線に面し
ていますが、入口は銀座通りの笠鉾会館前にあって、

そこに「延喜式内墨坂神社」の標柱が建っています。

寺院の配置
　図の左上の、大笹街道への出口にある「寺」は、曹
洞宗の寿泉院です。下方の谷街道の出口にある「寺」
は、浄土宗の浄念寺です。その一方で、上部中央に
２つ並んだ「寺」は、街道には面していません。これ
は真宗の勝善寺とその門前の寺です。須坂の各寺院
は藩によって町の中に配置されましたが、こうした
違いは配置された時期によるようです。勝善寺は、
第２代藩主堀直升によって南方の八町から移された
といいます。ところが寿泉院と浄念寺は、第３代藩
主堀直輝によって現在地に置かれたとされています。

太子堂
　浄念寺の東方（左）の「太子町」に小さな「堂」があり
ます。これは太子町の太子堂で、天保３年（1832）建築
の太子堂と、牧方丘画の聖徳太子絵伝６幅が須坂市の
文化財に指定されています。図の「春木町」の左にある
「字太子堂」は太子堂の旧地で、ここから現在地に移っ
てきたということです。毎年２月22日の太子祭は、大
勢の参詣者でにぎわいました。文化７年（1810）２月22
日に参詣した小林一茶は、「春風にぞろぞろうかれ参
哉」という句を残しています。

７月号は「須坂②」の予定です。

長野信用金庫　すかい

北信濃 明治時代の風景
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藩は１万石の小藩なので、城ではなく陣屋（館）があり
ました。松代藩や飯山藩のように城があれば城下町
ですが、須坂藩は陣屋なので陣屋町なのです。その
陣屋は、図の左上の「字常盤町」にありました。陣屋
町といっても、町の中心に陣屋があったわけではあ
りません。
　陣屋跡は、現在は奥田神社や須坂小学校などにな
っています。奥田神社は、須坂藩の初代藩主堀直重
と、幕末の藩主堀直虎をまつる神社です。直虎は幕
府の若年寄兼外国総奉行として活躍しましたが、江
戸城内で自刃したことで知られています。

大笹街道
　中町の辻から南（上）に続く道は、上州の大笹宿（群
馬県吾妻郡嬬恋村大笹）に通じる大笹街道です。大笹

街道は、一般的には北国脇往
還の福島宿（須坂市福島）か
ら仁礼宿（須坂市仁礼）を通
り、菅平を抜けて大笹宿に至
る道ですが、須坂から仁礼宿
に出る道も大笹街道と呼ばれ
たのです。江戸方面への近道
として利用されました。須坂
は関東と直結していたので
す。図ではこの道に沿って、
「上甼」（上町）、「中町」「春木
町」（下町）といった町々が続
いています。上町の先（図の
上部）は、小山村の穀町が続
いていました。この南北の道
がメインストリートであるこ
とが分かります。

谷街道
　谷街道は、千曲川右岸（川東）を飯山に至る道です。
この街道は、北国街道の屋代宿から北国脇往還に入
り、福島宿で分かれて須坂・小布施・中野を通って
飯山で十日町街道に合流します。この図では右（西）
から「横町」に入ってくる道で、現在は銀座通りと呼
ばれ、クラシック美術館や笠鉾会館のある須坂を代
表する街路となっています。谷街道は中町の辻で左
折して、「春木町」を北上して、小布施方面に向かい
ます。

山田道
　中町の辻を左折しないで直進する道は、現在の高山
村方面に向かう山田道です。山田温泉を経て、上州の
万座温泉や草津温泉に通じていました。この道沿いの
町が「新町」です。この図で「横町」から「新町」に至る
東西の通りをよく見ると、それぞれ町の入口に「社」
がまつられています。これらは道祖神のようです。

墨坂神社
　図では、中町の辻の右下（北西）に大きな「社」があ
りますが、これは墨坂神社です。須坂という地名は、
墨坂が変化したものとされています。平安時代の『延
喜式』にも載る古社ですが、墨坂神社は須坂市内に２
社あるので、こちらは芝宮と呼ばれています。図で
は谷街道（銀座通り）から参道が延びています。現在
の墨坂神社は、須坂駅から続く須坂停車場線に面し
ていますが、入口は銀座通りの笠鉾会館前にあって、

そこに「延喜式内墨坂神社」の標柱が建っています。

寺院の配置
　図の左上の、大笹街道への出口にある「寺」は、曹
洞宗の寿泉院です。下方の谷街道の出口にある「寺」
は、浄土宗の浄念寺です。その一方で、上部中央に
２つ並んだ「寺」は、街道には面していません。これ
は真宗の勝善寺とその門前の寺です。須坂の各寺院
は藩によって町の中に配置されましたが、こうした
違いは配置された時期によるようです。勝善寺は、
第２代藩主堀直升によって南方の八町から移された
といいます。ところが寿泉院と浄念寺は、第３代藩
主堀直輝によって現在地に置かれたとされています。

太子堂
　浄念寺の東方（左）の「太子町」に小さな「堂」があり
ます。これは太子町の太子堂で、天保３年（1832）建築
の太子堂と、牧方丘画の聖徳太子絵伝６幅が須坂市の
文化財に指定されています。図の「春木町」の左にある
「字太子堂」は太子堂の旧地で、ここから現在地に移っ
てきたということです。毎年２月22日の太子祭は、大
勢の参詣者でにぎわいました。文化７年（1810）２月22
日に参詣した小林一茶は、「春風にぞろぞろうかれ参
哉」という句を残しています。

７月号は「須坂②」の予定です。

長野信用金庫　すかい

北信濃 明治時代の風景

笠鉾会館前から続く墨坂神社の参道
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